
産業廃棄物・汚染土壌排出管理者講習会 

更新日 平成 28 年 10 月 11 日 

受講者の声 
N0. 受講者の意見等 備考 

1 トラブル事例なども具体的に説明してもらえて、とても参考になった。 定期講習 

2 残土、土壌汚染の説明も聞けて、参考になった。 定期講習 

3 
これまで当施設の職員には、廃棄物処理法の全体的な説明を聞く機会がなかったので、良か

った。 

出張講習、産廃処

理施設の責任者 

4 当社の要望どおり、産廃委託契約を詳しく説明してもらえたのが良かった。 
出張講習、地方ゼ

ネコンの役職者 

5 大変知識を得ることができた。大変勉強になった。（6 名） 
定期講習、建設会

社の管理担当者 

6 法令が改正されたときにこのような講習を実施してほしい（5 名） 出張講習 

7 時間を多くかけても内容をきめ細かくしてほしい。（数名） 定期講習 

8 廃棄物処理について迷うことも多いが、適切な相談先がなく、受講した。 
定期講習、建設会

社の管理担当者 

9 同業者の刑事処分等のトラブル事例について、ほとんど知ることがなく、情報がほしい。 
定期講習、建設会

社の管理担当者 

10 

学校の修繕工事の際に、工事発注者の学校から、体育館にある古いマット等の不要物を一式

引き取るように言われ、苦慮している。（解体工事時の生活残材は産業廃棄物と思っており、い

つも処理していた。） 

出張講習、 

小規模建設業者 

11 
収入が減っているなかで、住宅工事等で発生した廃棄物を自社で運搬中に山中等に捨てたと

いう話は、よく聞く。 

出張講習、 

小規模建設業者 

12 トラブルの抑制につながる。 定期講習 

13 もっと廃棄物について勉強しようと思った。 定期講習 

14 
今回の講習では、産廃と汚染土の２つを学びました。テキスト及び事例で話しがわかりやすか

った。法律もどんどん変わっていくので、都度対応する必要がある。 
出張講習 

15 セメント固化剤を使用した地盤改良は、むやみに施工できないことを実感した。 出張講習 

16 
テキストの内容が分かりやすく今後の仕事に役立つと思う。ただ、トラブル事例等は、身に覚え

のある内容ばかりで気になりました。今後は、充分に注意して行こうと実感しました。 
出張講習 

17 
講習会の内容が充分理解できるように、戴いたテキストを読み直し今後の業務に役立てるよう

にしていきたいと思います。 
出張講習 

18 
知識不足だった事があらためて認識できたので大変ためになりました。これからの仕事に役立

てるように色々な情報を取り入れ自分自身が成長できればと思います。 
出張講習 

19 
講習を受けて、忘れかけていた廃棄物法に関し思い出し、再認識する事が出来てとてもために

なりました。もう一度、資料の本を全部目を通したいと思います。 
出張講習 



20 

講習を受けて感じたことは、結構間違った事が有ることを感じた。年々産廃や残土の法令が変

わっていくのも追いかけて行かなければならないと思います。あと、もう一度、テキストを読み直

して徐々に法令に関する事を理解して行きたいと思います。 

出張講習 

21 
産廃処理・残土・汚染土壌の適正処理の大切さや不法投棄のトラブルなど 色々と勉強になり 

これからの仕事に活かして行きたいと思いました。 
出張講習 

22 
今までは、大丈夫だった事も今は、法律改正により出来ないこともあるのでこれを踏まえて

色々勉強していきたいと思います。 
出張講習 

23 

産業廃棄物処理に関しては、日々廃棄物処理法の改定などが行われ、常に最新の情報知識

を得ていないと一歩間違えると法律違反・不法投棄等に繋がってしまうことだと感じました。ま

た残土・汚染土の取扱も適正な方法で処理・取扱を行わないと重大な事故・トラブル等に繋が

ることを改めて再認識しました。今後は、今回のテキスト等を利用し正しい知識・情報を身につ

け収得していきたいと思います。 

出張講習 

24 
法制度等の知らないことが多かったし、全て分かったわけではないのでこれからももっと勉強し

て行きたいと思いました。 
出張講習 

25 
残土条例とか色々な新しい法律が出来ており、これからもらった参考書などを見て勉強してき

たいと思います。解体工事など細かな部分もあり、これから色々と勉強してきたいと思います。 
出張講習 

26 
知っていることが少ない、間違えて思えていることに気付きました。そのためあの短時間では理

解できないので、これからはこのテキストを参考に確認しながら勉強したいと思います。 
出張講習 

27 
今まで曖昧だった事が今回の講習を受けて理解できた事がありました。しかし、全てを理解で

きた訳ではないので、自分の足りないところを今後勉強して行きたいと思いました。 
出張講習 

28 
こんな細かく区別されていたりなど驚きましたが、1人1人が理解を深め行動していくこ

とが大切だと感じました。 
出張講習 

29 

普段公共工事に携わり形式的になっていたマニフェストの重要性について再認識でき

ました。建設廃棄物の取扱についても運搬方法や保管についての法律や知らなかっ

た事が多いので、適正だと思っていたことが実は法律違反だったと知りました。残土条

例についても細かい基準があったり、知らなかった事が沢山あるので自分の住んでい

るところの条例くらいは明確に知りたいと思いました。今回の講習内容を今後の作業

に役立たせたいと思います。 

出張講習 

30 

今まで知っていたようで全然知らなかった事や、廃棄物の運搬や処理に至るまでの過

程など改めてその難しさや深さ、そしてそういった仕事に携わっている者としての責任

をまた一から考えさせて戴きました。全てのことを頭におくのは、正直無理だと思うの

で、知ってて当たり前の事くらいは頭に入れないと恥ずかしいと感じさせられました。 

今後も処分場だけでなく現場の仕事にも携わることがあれば、自分の能力向上のため

精一杯の努力をしていきたいと思います。 

出張講習 

31 

産廃処理に対して基本を改めて振り返ることが出来ました。携わっている者として、常

に新しくなっていく法令などを勉強し続けていく、そして沢山の許可品目を扱っている

場として、環境、人体への管理を指示していかなければいけないと思います。 

出張講習 

32 
講習は、難しいところもありましたが、大変参考になった部分がありました。また、分か

らない部分は、もう一度資料を見直して勉強したいと思います。 
出張講習 

33 
講習を受けて改めて知った事や当たり前の事などを聞き大変勉強になりました。これ

からも廃棄物を適切に処理し、怪我の無いように作業していきたいと思いました。 
出張講習 



34 
産廃について事例を交えて法令・罰則などの説明が詳しくわかりやすかったです。知

らなかった・・・では、済まされないことなので、しっかりと熟知しておきたいと思います。 
 

35 

今回の講習会は、大変勉強になりました。廃棄物の処分、運搬、種類、マニフェスト伝

票の流れなど 今まで解っていると思っていた事の再確認や”そうだったのか”と改め

て知った事、処分の適正処理の重要性、又、残土関係についても おおまかでしか知

らなかった事がテキストを見るとわかる様になったので これから日々勉強して理解で

きるようにしていきたいと思います。 

出張講習 

36 

最新の法令に従った適正処理について情報の入手の仕方等々学びました。本当に多

くの法定があり自治体ごとの制定もあり常にHPなどで確認することが重要だと思いま

した。廃棄物の種類や処理についての基本や契約書の取扱について多く、資料のポ

イントを押さえながらの説明でした。建設汚泥や伐採材・根株等の扱いから建設リサイ

クル・フロンガス等トラブル事例残土の管理等・・・ とても勉強になりました。 

出張講習 

37 

知識の少ない私には、とても勉強になりました。産業廃棄物の処理も残土・汚染土壌

の処理とキチンと決まった方法でしなければ有害廃棄物による健康被害や人の命さえ

も奪ってしまう事故を引き起こしてしまう事があるかもしれないと言うことなど、難しい

お話しや専門用語もありましたが周りの先輩方にご指導戴きながら正しい知識を学び

頑張りたいと思います。 

出張講習 

38 

細かい事例を聞くことで改めて自分の間違がった思い込みや考えに気付くことが出

来、大変勉強になりました。今後の仕事の中では、法令や規則なども意識して行きた

いと思います。 

出張講習 

 

 

＜小規模な建設業者を対象とした講習会場におけるアンケート調査結果より＞ 

N0. 受講者の意見等 備考 

1 
これまでに、廃棄物などの取り扱いについて講習を受けたことがない。（105 名のうち 88 名：

84％） 

出張講習、 

小規模建設業者 

2 平成 22 年に廃棄物処理法が改正されたことを知らなかった。（105 名のうち 95 名：90％） 

3 
不法投棄のトラブルに巻き込まれた（巻き込まれたのを聞いた）ことがある。（105 名のうち 13

名：12％） 

4 発注者に残置ごみも処分してほしいと言われたことがある。（105 名のうち 12 名：11％） 

5 適切な廃棄物の処理費用をもらえない。（105 名のうち 10 名：10％） 

6 適切な解体費用をもらえない。（105 名のうち 9 名：9％） 
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